
非
破
壊
検
査
・
計
測
・
診
断
技
術

　
日
本
非
破
壊
検
査
協
会

Ｊ
Ｓ
Ｎ
Ｄ
Ｉ

は
「
Ｊ

Ｉ
Ｓ
　
Ｚ
　
２
３
０
５
」
の
国
際
整
合
化
に
取
り
組

み
、
７
月
に
最
終
改
正
案
を
と
り
ま
と
め
た
。
こ
こ

で
は
改
正
の
背
景
と
要
点
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

探傷の概略

　
フ
ェ
ー
ズ
ド
ア
レ
イ
超
音
波
探
傷
技
術
は
、
汎
用
ポ
ー
タ
ブ
ル
か
ら
大
型
探
傷
装

置
ま
で
広
く
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ー
タ
ブ
ル
タ
イ
プ
は
機
種
も
増
え
、
ま
た
大

型
自
動
機
へ
の
適
用
範
囲
も
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
着
実
に
各
分
野
に
浸
透
し
て
い

る
。
こ
こ
で
は
大
型
自
動
機
の
適
用
に
つ
い
て
の
現
状
を
報
告
す
る
。

溶接鋼管アレイ探傷機構部

大
型
自
動
機
の
適
用

Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｚ
　
２
３
０
５
国
際
規
格
と
整
合
化

非
破
壊
試
験
技
術
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資
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よ
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改
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破
壊
検
査
協
会
日
本
非
破
壊
検
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協
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Ｉ
Ｓ
Ｏ
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今
年
６
月
に
大
阪

と
東
京
で
認
証
制

度
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｚ

　２
３
０
５
の
概

要
説
明
会
を
開
催

　
フ
ェ
ー
ズ
ド
ア
レ
イ
超
音

波
探
傷
技
術
は
、
こ
の

年
で
大
き
く
進
歩
し
た
。
探

傷
法
も
従
来
の
リ
ニ
ア
走

査
、
セ
ク
タ
ー
走
査
に
加

え
、
高
速
探
傷
を
可
能
と
し

た
ボ
リ
ュ
ー
ム
フ
ォ
ー
カ
ス

や
開
口
合
成
な
ど
の
探
傷
方

法
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
大

型
の
自
動
探
傷
装
置
に
も
数

多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。
次

に
鉄
鋼
製
造
ラ
イ
ン
、
航
空

・
宇
宙
分
野
、
鉄
道
分
野
に

お
け
る
現
状
に
つ
い
て
報
告

す
る
。

●
鉄
鋼
製
造
ラ
イ
ン

　
鉄
鋼
関
係
で
は
丸
棒
鋼
、

角
ビ
レ
ッ
ト
、
平
板
、
鋼
管

な
ど
に
実
績
が
あ
る
。
丸
棒

鋼
で
は
従
来
は
探
触
子

プ

ロ
ー
ブ

が
回
転
す
る
タ
イ

プ
が
主
流
だ
っ
た
が
、
フ
ェ

ー
ズ
ド
ア
レ
イ
の
採
用
に
よ

る
電
子
走
査
に
よ
り
超
音
波

ビ
ー
ム
を
回
転
さ
せ
て
探
触

子
回
転
型
に
な
い
高
速
、
高

精
度
の
探
傷
を
実
現
し
て
い

る
。
ま
た
、
鋼
管
溶
接
部
の

探
傷
で
は
フ
ェ
ー
ズ
ド
ア
レ

イ
の
採
用
に
よ
り
管
サ
イ
ズ

に
応
じ
た
幅
広
い
超
音
波
ビ

ー
ム
が
得
ら
れ
、
従
来
必
要

だ
っ
た
溶
接
部
の
探
触
子
追

従
機
構
も
不
要
と
な
り
シ
ン

プ
ル
な
構
造
と
な
っ
た
。
写

真
に
水
回
転
式
の
機
構
部

を
、
ま
た
図
に
探
傷
の
概
略

を
示
す
。

●
航
空
・
宇
宙
分
野

　
航
空
機
の
機
体
は
近
年
複

合
材
の
比
率

が
高
ま
り
、

最
近
の
航
空

機
な
ど
は
機

体
の
ほ
ぼ
１

０
０
％
炭
素

繊
維
強
化
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク

Ｃ
Ｆ
Ｒ

Ｐ

で
占
め

る
機
種
も
あ

る
。
こ
れ
ら

の
機
体
部
品

は
全
て
超
音
波
探
傷
に
よ
り

検
査
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に

も
フ
ェ
ー
ズ
ド
ア
レ
イ
が
採

用
さ
れ
て
い
る
。
機
体
部
品

の
よ
う
に
面
積
の
大
き
な
材

料
に
対
し
て
、
フ
ェ
ー
ズ
ド

ア
レ
イ
探
傷
は
高
速
探
傷

と
、
最
適
超
音
波
ビ
ー
ム
設

定
に
よ
る
高
精
度
探
傷
を
可

能
と
し
て
い
る
。

●
鉄
道
分
野

　
新
幹
線
の
車
軸
は
中
空
軸

が
採
用
さ
れ
、
定
期
的
に
超

音
波
探
傷
を
実
施
し
て
い

る
。
従
来
は
中
空
孔
内
部
か

ら
超
音
波
探
触
子
を
回
転
さ

せ
て
検
査
す
る
装
置
が
主
流

だ
っ
た
が
、
こ
こ
に
も
フ
ェ

ー
ズ
ド
ア
レ
イ
が
採
用
さ
れ

た
。

　
回
転
す
る
探
触
子
に
変

え
、
ア
レ
イ
探
触
子
を
使
用

し
回
転
機
構
部
を
不
要
と
し

た
た
め
、
従
来
に
比
べ
検
査

時
間
が
大
幅
に
減
少
し
た
。

ま
た
省
電
力
化
、
小
型
化
に

従
い
、
１
編
成
の
検
査
の
間

バ
ッ
テ
リ
ー
の
み
の
検
査
が

可
能
と
な
り
、
現
場
で
使
い

や
す
い
検
査
装
置
と
な
っ

た
。
ま
た
、
韓
国
に
お
い
て

は
従
来
の
車
軸

中
実

検

査
用
の
フ
ェ
ー
ズ
ド
ア
レ
イ

探
傷
装
置
も
多
く
実
績
が
あ

る
。

　
非
破
壊
試
験
技
術
者
の
資

格
お
よ
び
認
証
制
度
は
、
１

９
６
８
年
に
日
本
非
破
壊
検

査
協
会
に
お
い
て
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ｓ

　
０
６
０
１
の
規
格
を
制
定

し
、
こ
れ
に
基
づ
き
ス
タ
ー

ト
し
た
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

　
９
７
１
２
：
１
９
９
９
の

改
正
に
伴
い
、
こ
の
規
格
に

基
づ
き
２
０
０
１
年
に
Ｊ
Ｉ

Ｓ
　
Ｚ
　
２
３
０
５
：
２
０

０
１
を
制
定
し
、

年
か
ら

現
在
の
認
証
制
度
を
開
始
し

て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら

の
経
緯
に
対
し
、
国
際
的
に

は
統
一
し
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
に

基
づ
く
資
格
お
よ
び
認
証
制

度
の
整
合
化

Ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｏ

ｎ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

、
特

に
欧
州
の
規
格
で
あ
る
Ｅ
Ｎ

　
４
７
３
と
Ｉ
Ｓ
Ｏ
　
９
７

１
２
と
の
整
合
化
が
長
年
に

わ
た
る
課
題
と
な
っ
て
い

た
。
こ
の
た
め
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／

Ｔ
Ｃ
　
１
３
５

非
破
壊
試

験

と
Ｃ
Ｅ
Ｎ

欧
州
標
準

化
委
員
会

／
Ｔ
Ｃ
　
１
３

８
と
の
間
で
整
合
化
を
図
る

た
め
の
合
同
会
議
が
設
置
さ

れ
、
第
１
回
の
討
議
が

年

に
ス
ペ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｄ
Ｉ
Ｓ
　
９
７
１

２
に
対
す
る
最
終
段
階
の
討

議
は

年

月
に
メ
キ
シ
コ

で
行
わ
れ
、

年
６
月

日

付
け
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
　
９
７
１

２
：
２
０
１
２
と
し
て
発
行

さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
Ｉ

Ｃ
Ｎ
Ｄ
Ｔ

国
際
非
破
壊
試

験
委
員
会

の
「
Ｑ
ｕ
ａ
ｌ

ｉ
ｆ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ａ

ｎ
ｄ
　
Ｃ
ｅ
ｒ
ｔ
ｉ
ｆ
ｉ
ｃ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

資
格
お
よ
び

認
証

」
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
、
国
際
的
な
技
術

者
の
資
格
お
よ
び
認
証
に
向

け
て
多
国
間
承
認
協
定
、
認

証
機
関
の
評
価
と
承
認
な
ど

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
Ｊ
Ｓ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
に
お

い
て
は
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
　
９
７
１

２
整
合
化
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
」
を

年

月
に
設
置

し
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｚ
　
２
３
０

５
の
改
正
Ｉ
Ｓ
Ｏ
へ
の
国
際

整
合
化
へ
向
け
て
の
取
り
組

み
を
開
始
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
　
９
７
１

２
：
２
０
１
２
の
Ｉ
Ｄ
Ｔ

国
際
一
致
規
格

と
し
て

の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
改
正
を
進
め
、

年
７
月
に
最
終
改
正
案
を
ま

と
め
、
日
本
規
格
協
会
に
提

出
し
た
。
こ
の
改
正
Ｊ
Ｉ
Ｓ

　
Ｚ
　
２
３
０
５
：
２
０
１

３

年
５
月
発
行
予
定

に
基
づ
く
、
技
術
者
の
資
格

お
よ
び
認
証
に
関
す
る
概
要

説
明
会
を

年
６
月
に
大
阪

と
東
京
で
実
施
し
た
。

　
さ
ら
に
、
改
正
に
伴
う
認

証
制
度
の
円
滑
な
推
進
の
た

め
に
、
再
認
証
試
験
な
ど
へ

の
対
応
と
し
て
、
東
京
と
大

阪
に
お
け
る
新
た
な
試
験
セ

ン
タ
ー
の
設
置
、

試
験
体
の
製
作
、

実
技
試
験
な
ど
、

今
後
に
予
定
し
て

い
る
詳
細
説
明
会

に
向
け
、
鋭
意
検

討
を
進
め
て
い

る
。


